
〇緑肥は有機物供給による土づくり効果や後作物への養分供給、有害生物の抑制等に効果があり、化学肥料や化学
農薬の使用量低減に資する技術となりうる。

・持続可能な環境調和型農業への貢献： 化学肥料、化学農薬の使用量低減
・生産者に与える影響： 土づくり効果による生産性の改善、家畜ふん堆肥不足地域での有機物施用

化学肥料の使用量低減による肥料高騰対策、有害生物の抑制

緑肥の活用①：技術概要

緑肥とは：栽培している植物を収穫せず、田畑にすきこみ、次の作物の肥料にすること

効果： 土づくり効果（物理性）
減肥（窒素の供給、カリの供給）
有用生物による減肥
有害生物の制御

主作物の栽培時期や期待する効果等から検討

参考資料：「緑肥利用マニュアル -土づくりと減肥を目指して-（農研機構2020）」



緑肥の活用②：マニュアル紹介
緑肥栽培実践に向けて：

「緑肥利用マニュアル -土づくりと減肥を目指して」のご活用を検討下さい！

・内容 作物種ごとの導入効果、作型
緑肥の使い方（選定、作業方法等）
作物種ごとの事例、経済性効果（肥料費、単収）

緑肥を自ら選んで導入し、
土づくりや主作物の減肥栽培
に取り組む参考に！

現場での導入事例や経営評価についても掲載、事例を見ながらの導入検討を！

https://www.naro.go.jp/publicity_report/pub
lication/pamphlet/tech-pamph/134374.html

出典：農研機構

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134374.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134374.html

	スライド 8
	スライド 9

